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中学校部活動について
加藤真彦………土曜日を含む休日における部活動の
改革推進期間が2025年度までとなっています。

　2025年度は試行的に学校を選定して進めていかな
ければならないと考えますが、2024年度開催される  
5回の部活動地域連携検討委員会でどこまで検討を進
めていくか。検討目標を伺います。

指導室長………2024年度(今年度)の部活動地域連携検討委
員会では、市としての今後の地域連携の方針や実施計画に
ついて検討していく予定です。

　可能であれば、2025年度から、土曜日を含む休日にお
ける部活動の地域連携を試行したいと考えており、2024
年度(今年度)の部活動地域連携検討委員会では、それに向
けた協議も行ってまいります。

　また、2026年度以降における平日の部活動の在り方に
ついても協議を行う予定でございます。

加藤真彦………市内には多くの大学があることから
大学との連携はどうか。

指導室長………部活動地域連携検討委員会において、地域
連携の方針を検討するにあたり、地域スポーツクラブ等を
含む様々な機関と連携協力していく必要があると考えてお
ります。連携機関の一つとして、大学等も含めて検討を進
めてまいります。

鶴川団地センター街区の建替の進捗状況は
都市づくり部長………建替は大きく3段階に分け、概ね10
年で完了する予定であるとＵＲ都市機構から説明を受けて
おります。第1段階として、2025年度から7-3号棟の取り
壊しを開始する予定とのことです。

加藤真彦………センター街区北側のアク
セスとして、整備後のバリアフリー導線
はどのように確保される計画か。

都市づくり部長………市としましても、センター街区北側
のバリアフリー導線の確保は重要と認識しており、ＵＲ都
市機構に対して、バリアフリーについて十分考慮するよう
要請しているところです。ＵＲ都市機構からは、詳細は未
定ですが、敷地内においてバリアフリー導線を確保して、
歩道橋に接続する計画を検討すると聞いております。

町田市の農業について（町田市農地利用地域計画）
加藤真彦………農地利用に関する地域
計画の策定の今後のスケジュールは。

農政担当部長………7月に市街化調整区域の農業者と農地
所有者へ将来の地域農業のあり方と10年後の農地利用につ
いてのアンケート調査を実施しました。アンケートでお答
えいただいた内容をもとに地域計画の素案を9月中にまと
め10月に農業委員会が主催する農家座談会で地域計画の素
案をお示しし、検討いたします。その検討結果を踏まえ12
月に地域計画策定検討委員会で最終案をまとめ、3月に町
田市農地利用地域計画を策定する予定でございます。

加藤真彦 夢ある町田街づくりNEWS

多くの市民の皆様からのご要望を実現・改善しました。多くの市民の皆様からのご要望を実現・改善しました。
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注意喚起看板の設置
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水溜りの排水対策 除草 綾部交差点の歩道確保

before

after

※発行現在、沢山のご要望
をいただいておりますが、
スペースの都合上一部抜粋
して掲載しております。
どんなことでもまずはお気
軽にご相談下さい !
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